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カ
ジ
ノ
に
よ
る
税
収
増
加
の
疑
問
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
推
進
派
の
政
府
や
地
方
自
治
体
か
ら
は
、
「
財
政
の
改
善
へ
の
貢
献
」
「
地
域

振
興
、
雇
用
創
出
が
見
込
ま
れ
る
」
等
、
耳
障
り
の
良
い
言
葉
ば
か
り
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
治
安
対
策
や
依
存

症
対
策
等
に
多
額
の
負
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。 

 

二
〇
一
九
年
九
月
十
七
日
に
神
奈
川
新
聞
が
報
じ
た
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
カ
ジ
ノ
に
賛
成
す
る
理
由
の
最
多
で
あ
る
三
十

八
・
八
一
％
の
方
は
「
税
収
の
増
加
が
期
待
で
き
る
」
と
答
え
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
実
態
と
イ
メ
ー
ジ
が
乖
離
し
て
い
る

現
状
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

こ
れ
ら
に
関
連
し
て
、
日
本
に
お
け
る
Ｉ
Ｒ
誘
致
の
影
響
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

Ｉ
Ｐ
Ｓ 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｕ
ｍ 

ｏ
ｎ 

ｔ
ｈ
ｅ 
Ｃ
ａ
ｓ
ｉ
ｎ
ｏ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｏ
ｓ
ａ
に
よ
れ
ば
、
カ
ジ
ノ
施
設
か
ら
五
十
マ

イ
ル
（
約
八
十
ｋ
ｍ
）
圏
内
居
住
者
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
罹
患
率
は
、
そ
れ
以
外
の
地
区
居
住
者
の
二
倍
に
な
る
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。 

 
 

例
え
ば
、
横
浜
市
の
山
下
埠
頭
に
カ
ジ
ノ
を
誘
致
し
た
際
、
半
径
八
十
ｋ
ｍ
の
範
囲
は
東
京
全
域
、
神
奈
川
全
域
、
埼

玉
、
千
葉
、
静
岡
、
茨
城
、
山
梨
の
範
囲
ま
で
及
ぶ
。 
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特
定
の
自
治
体
に
お
け
る
税
収
増
加
を
目
的
と
し
た
カ
ジ
ノ
誘
致
の
せ
い
で
、
周
辺
自
治
体
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策

に
お
け
る
支
出
が
拡
大
す
る
状
況
が
発
生
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
所
見
を
伺
い
た

い
。 

二 

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
の
委
員
に
、
渡
路
子
氏
が
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 
 

渡
氏
の
任
命
理
由
は
「
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
に
お
い
て
は
、
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
に
規
定
さ
れ
た
依
存
防
止

対
策
の
的
確
な
実
施
を
確
保
し
て
い
く
任
務
を
負
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｒ
・
カ
ジ
ノ
の
導
入
に
際
し
て
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

な
ど
の
弊
害
防
止
が
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
精
神
科
医
師
と
し
て
の
専
門
的
な
知
見
を
有
し
て
い
る
同
氏

を
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
の
委
員
に
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
文
言
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
」
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員

会
の
委
員
と
し
て
も
、
非
常
に
重
要
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

 
 

渡
氏
は
精
神
科
医
師
と
し
て
平
成
十
一
年
よ
り
勤
務
を
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
二
十
年
程
の
ご
経
験
が
あ
る
と
思
う

が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
関
す
る
著
書
・
論
文
の
執
筆
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
ご
経
歴
を
み
る
と
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策

の
専
門
家
で
な
い
と
考
え
る
が
、
何
故
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
専
門
家
で
は
な
い
渡
氏
を
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
の
委
員
と
し



 

３ 

 

て
任
命
し
た
の
か
、
選
任
さ
れ
た
過
程
並
び
に
理
由
を
、
合
理
的
か
つ
明
確
に
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。 

三 
韓
国
「
射
幸
産
業
統
合
監
視
委
員
会
」
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
四
年
の
韓
国
全
体
で
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
産
業
の
売
上
高

が
十
九
・
八
兆
ウ
ォ
ン
（
約
一
兆
九
千
八
百
億
円
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
よ
る
負
債
の
利
子
費
用
、

仕
事
の
生
産
性
低
下
・
失
業
、
医
療
、
犯
罪
被
害
、
警
察
関
連
、
自
殺
関
連
な
ど
の
社
会
的
費
用
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
）

は
、
七
十
八
兆
ウ
ォ
ン
（
約
七
兆
八
千
億
円
）
に
上
る
と
さ
れ
て
お
り
、
差
し
引
き
約
六
十
兆
ウ
ォ
ン
（
約
六
兆
円
）
の
負

の
経
済
効
果
が
発
生
し
て
い
る
と
の
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

日
本
に
お
い
て
も
、
実
際
に
は
多
額
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
負
の
経
済
効
果
も
計
算
に
入

れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
税
収
増
加
の
妄
想
は
絵
に
描
い
た
餅
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
。 

 
 

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
政
府
と
し
て
、
横
浜
市
・
大
阪
府
・
大
阪
市
・
和
歌
山
県
・
長
崎
県
な
ど
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
の
誘
致
を
表
明
し
て
い
る
自
治
体
が
実
際
に
誘
致
し
た
場
合
に
は
、
ど
の
程
度
の
経
済
効
果
が
あ
り
、

ど
の
程
度
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
の
か
、
早
急
に
調
査
・
試
算
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
如
何
か
。
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

四 

韓
国
の
よ
う
に
経
済
効
果
や
税
収
増
加
よ
り
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
方
が
上
回
る
と
試
算
さ
れ
た
場
合
に
は
、
国
益
を



 

４ 

 

損
ね
る
と
考
え
る
の
で
、
カ
ジ
ノ
法
（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
）
を
見
直
し
、
カ
ジ
ノ
の
建
設
を
止
め
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
如
何
か
。
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


